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関 係 法 令

政 d』寸ヨ
第429号 予算決算及び会計令臨時特例の一部を改Eす

る政令 37 .11. 19官報

規 則
会計検査院第9号 会計検査院事務総局事務分掌及び分

課規則の一部を改正する規則

37 .11. 1官報

人事院4-0 人事主任官を置く国の機関の一部を改正

寸る規則 37 .11 1庁

。 9- 7 俸給等の支給の一部を改Eずる規制

37 . 11. 1 // 
// 9-17 俸給の特別調整額の一部を改正する規則

37. 11. 1 // 

// 9 -30 特殊勤務手当の一部を改正する規則

37. 11. 1 // 

報 第36号

。 16-0 職員の災害補償の一部を改正する規則

37. 11. 1 // 

庁 9-31 隔遠地手当の一部を改正する規則

27 .11. 20 // 
一
ホ告

文部第147号 昭和38年度科学研究費交付金および科学

試験研究費補助金の研究計画調書の提出

期限ならびに研究成果刊行費補助金の刊

行計画調書の提出期限を定める件

37. 11. 20官報

学 内 規 程

富山大学学則の一部改正

富山大学学則の一部を評議会の議を経て次のように改正

する。

昭和37年11月30日

宮山大学長 横 田 嘉右衛門

第8 条および第12条中「専門科目， 外国語および体育」

を「外国語科目， 保健体育科目および専門教育科目」に，

第9条および第1 1条中「外国語および体育」を「外国語科

目および保健体育科目」に改める。

別表〈第1）中

「

薬化学講座・薬品分析化学講座

・生薬学講座・製薬学第1講座

薬学部 薬 学 科 ・製薬学第2講座・衛生化学講

座・薬剤学講座・生物薬品化学

講座・薬物学講座

電気工学科 電気工学第1講座・電気工学第

2講座・電気工学第3講座・電

気工学第4講座・電気工学第5

講座

工業化学科 工業化学第1講座・工業化学第

2講座・工業化学第3講座・工

工学部

業化学第4講座

金属工学科 金属工学第1講座・金属工学第

2講座・金属工学第3講座・金

属工学第4講座

機械工学科 機械工学第1講座・機械工学第

2講座・機械工学第3講座・機

械工学第4講座・機械工学第5

講座

」を



「

第36号

薬化学講座・薬品分析化学講座
・生薬学講座 ・製薬学第1講座・

薬学部 薬 学 科 製薬学第 2 講塵 ・ 衛生化学講座

・ 薬剤学講座 ・薬剤製造 学講座
生物薬品化学講堕・薬物学講座

改める。

別表（第2〕中

剖.I,－モF

「I I ｜ 英語・ドイツ語・ フランス語・ラテ外 国 語 ｜ 一｜ ン語電気工学科 電 気工学第1講座・電 気工学第 体 育｜ 講義 ・ 実技I I」を2講座・電気工学第3講座・電気工学第4講座・電気工学第5講座工業化学科 工業化学第1講座・工業化学第2講座 ・工業化学第 3講座 ・ 工業化学第4講座・工業化学第5講座金扇工学科 金扇工学第1講座・金属工学第
2講座 ・ 金属工学第 3 講座 ・ 金

｜ 英語・ドイツ語・ フランス語・ ヲテ
外 国語科 目 ｜ 一

｜ ン 詰

i保健体育科明義・実技

改める 。
附則の次に次の附則を加える。

附 則（昭和37年11月30日改正〉

｜」に

嵩工学第4講座
I
�「「 「蜘 酔一…描臨 問一工詳哨寸学矧 科 この学員IJ（改正〉 は， 昭和37年11月30日から実抱し， 昭

和37年10月1 日から適用する。2講座・機械工学第 3 講座・機械工学第4講座・ 機械工学第5講座
」に

人 事 異 動

現 官 職｜氏 名！ 異 動 内 容 ！ 発令年月日 l 発fl： 日

守文理学－部1�ii I桑田秋水｜教授に昇任させる I 37. 11. 1 ！文部省
宇庶護課手｜洲崎 茂i文部事務官に任官させる I ij 1 富山大学

（ ； ） ｜渡 辺 登美枝i // I ij I ij 

（ ； 〉｜高見麗子｜ 。 i 4 I 4 

（会 益 課〉 ｜ 堀 和子｜ グ I 4 I 4 

（文ぜ学部〉｜森由美喜子1 ij ! ij ! ij 

( ; 〉 ！ 奥 村 喜代志 1 ij I // I 庁

f教ザノ学部〕 ！永森芳子l // ! ij ! 。

箱 詰
。

学 部〉 ｜ 奥 田 雅 子 1 ij I グ I // 

3；ムム�l佐藤 会－「－－－；；一一一－ I // Iーアー

－」�＿） I一巳土里_I＿一一二 I ij ! // 

守庶襲課手｜ 大場文子｜ 。 I ij I // 

( ; 〉｜森田タミ子！ 。 I // I ij 

� ; ) i豆竺三竺_I一二一一一 一＿L // I ク

ぐ会長諜〉 ｜沢 本 省三｜文部技官に任官させる ｜ 庁 ｜ 。

等学2部手｜中村良子｜ 庁 I ij I_ ij 

( ; ) ：城 川 智都子1 ij I ij I 。
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報 昭和37年11月

技（工
術学 部員

〕｜｜大野 ーニ代｜｜ 文部技官に任官させる。 1 37. 11. 1 1 宮山大学
技（ 育E

。 手｜石崎 平 三｜ // 
イク ｜野 田政 雄｜ グ // // （ 。 〉

// ！ 神島弥 省 ｜（ // ィア 。 。

〈 ； 
〉

｜ 山 本 喜大部 l ィ？ // // 

考薬 草 部手 ｜ 清水 容夫 。 。 グ

文（工部学技部官〕 ｜｜ 高辻 きみ子｜｜ 文部技官を 免じ文部事務官に任官さ ぜる グ // 

こ としの表彰 の対象 となった人 々 は次 の1 2名で あ る。
戸す主与. 内 通 知 所 属 氏 名 本勤学続 教そ育

の機他関 通算

昭和38年度学生募集要項
文 理 学 部 須沼音大郎10年 16. 10 26.10 

。 柿同時正15.5 4.5 20. 
経営短期大学部 教 育学 部布村安弘12.8 8.7 21 .5 

1. 募集人員 // 林 三雄 14. 6.9 20.9 

2. 
経営科第2部…－……－…80名
出願期限
u 月月1�日日 （（水月曜曜日日

〉〉 かまで
ら

附属小学校 山崎正俊10.3
// 幼稚園 志波 和子 J].3

// 小学校 福田富美枝19.6

12.6 22.9 
5.6 20.9 
1.2 20.8 

3. 学力検査 工 戸寸uー， 部四谷平治15.3 4.8 20.1 
教 科｜ 科 自
国 語 科｜国語〈甲〉〈漢文を除く〉

社
会

科 ｜｜ 社

選択

会，

す

商

る

業簿記のうちいずれか1科目を

石河口 ーイ
4. 検査日及び時間表

// 中村 理正20.2 20.2 
附属図書館辻沢弥八郎1 3.4 7,3 20.7 
経営短期大学部 水井謹作11 .6 15.3 26.9 

高瀬学部長の印度視察談公演

高瀬文理学部長は，既報のとおり，約1カ月半にわたっ
て， 日 本の山獄信仰の源流を探ね， かたがた， 教育， 文化

の実情視察を か ねて ， インドを 中心 と す る 東南アジ ア の旅

I 手
午

荷
前
扇

9
面
（時

日
分

～
二分

自間
両

〕 10 時 I 1 国 語 m日午後2時 半から文理学部の3番教室で行なわれb
1 1時3防 ｜ 外

国語
この講演会は 高瀬学部長の個人的魅力もあって 広い(60分間〉3月26日 午后零時3ぐ0分印 ～ 問同 i 時30分 J叫u

教室も一杯であ「た。
（火〉 一 一ー 金 一竺 話の初めに，インドで、買った同国の地図を示し その精

午 後 2 （時60～分同間〉 3 時 ｜！料数 品ナ 密度， 印刷 の体栽 ，紙質などを 日 本， 英国製 のそ れ と 現物
i午后3時1 5分～健康診断 比較して，その文明の程度を示すシンボルで、あると前置き

5. 合格者発表は4月 3日（?k.) り．二つの国境紛争のからみ合うカシユミー ル地方から，
新旧 デリ ー ， ぺナレ ス， 南 はボンベイ の見た まま を， こ の

学 内 情 報 国の教育 の普及，産業振興の程度．そして宗教のあり方な
どの基本的な見方に二重に写しつ与語り， これにタジマノ、

永年勤続者表彰 �1レ， アジャンタなどの旧蹟を含めてスライドで説明， 延

々3時間の長広舌を振った。

恒例の永年勤続者の表彰式は，11月22日午前1 1時 から本
部会議室で・行なわれた。当日は，大学後援会側から中井精

内田教授日本学術会議会員に当選
一副会長が参列． 学長ともに祝辞を述べたが， これに対し

被表彰者を代表 し て四 谷教 授 が答辞を述べた。 経済学部内田穣吉教授は，日本学術会議の第6期会員選
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第36号

挙に立侯補していたところ. 11月初日同会議の中央選挙管

理総会で当選を決定した。

日本学生経済ゼミナール

この会 は本学経済学部とゼミナーfレ協議会が主催で ， 11

月23から26日の4日間， 次の 日程で開催された。

11月23日 一般討論会 市公会堂

24日 部門別討論会 宮山大学

一自由テーマ－

25日 部門別討論会 。
一共通テーマー

26日 総括会議 /,' 

この会は回を重ねること既に9回， 地方大学で聞かれる

ことは2回であるということである。加盟する大学は， 国

公 ， 私立の大学あわせて83であって， 第！日に参集した 経

済 ， 経営 ， 商学関係学生は約2000人であり， 第2日から

加わった学生を入れると 3000人の多きに達するという。

全国の学生がかく多数参集する会合は， 当地としても ， ま

た ， 本学としても空前の ことであらう。

第 1臼の市公会堂の会には， 横田学長 も出席して， 本

会顧問の花井経済学長ととも にあいさつした。 この 日は H

現代日本資本主義の構造分林Hなる一般討論が 行なわれ，

内田 教授が司会指導した。

第2日からは会場を本学に移し， 自由テーマで ， 理 論 ，

歴史， 政策， 経営会計などの 部門に分れて討論 し， こ れ等

討論会の司会 指導を， 本学や金沢， 新潟などの大学教官が

つとめた。

最終日は， 総括会議として， 前日来の 討論の締めく りを

行なった。

北信越教育系学生ゼミナール

この第9回ゼミナーノレは， 1 1月1 5日から1 8日までの4日

間． 本学で『開催された。

15日は． 午後から黒田講堂で開会式を行ない， あいさつ

や報告のあと H資本主義社会における 教育とわれわれの任

務グなるテーマで統一的な討論 を行なった。

16. 17日の両日は， 会場を教育学部の 各 教室に移して，

国語， 社会， 数学， 理 科， 外国語， 美術， 音楽， 保健， 体

育． 技術， 家庭， 書道など一般教育学科の他に， パ｛ソナ

リテイ， 精薄児． 僻地 ， などの 特殊教育の20数分科会に分

かれて， それぞれ特定のテ｛マを掲げて討論検討した。

最後の1 8日は， 日曜日であったが． 総会を聞いて， 午前

中は， 3日聞に わたる論究のあとを辿り， 締めくLりをし

た。 そして， 午後から， 特に招いた東大勝田守一教授の講

演を聴いて散会した。

学

富山アイソトープ談話会

この会は， 県下のアイソトープ利用者， およびこれに学

問上の関心を寄せる人々が ， 富山大学の関係教官 を中心に

集まる会 合である。昨年発足して本年は2回目である。

との 2回目の会合は. 11月 30日午店文理学部 2番教室で

文理学部の小林助教授司会の もとに開かれた。参加者には

学外から産業教育館， 県農事試験所などの所属員もあり，

夫々研究発表を行なったが ， 本学からは， 堀教官， 朝野教

官が出席研究発表を行なった。最後に ， 竹内教授があいさ

つして会を閉じた。

北陸三県大学交歓芸術祭

第12回北陸三県大学交歓芸術祭は， 晩秋の1 1月22日から

4日間， 福井市の4会場で文学， 美術， 洋楽， 演gtlj， 邦楽

放送劇の 6 部門に わた り盛大 に開催された。

例年一般市民などの高評を博している当芸術祭は各会場

とも多くの観客を得て賑い， 本学からも約350名の学生職

員が大 挙福井へ赴き， 応援鑑賞してこの行を旺んにした。

レクリエーシヨン

全国公務員レクリヱーシヨン共同事業

バドミントン大会
37年度共同事業としてのこの大会は， 11月1 3日興国人絹

パルフ。工場体育館で、行なわれた。

成績は次のとおり本学が 3賞を独占した。

優 勝 中川（教〕， 石野（本）組

次 勝 山木（短）， 土池（短）組
＝ 位 松下（経〉， 蔵北（経） 組

日 雪士ロ，c;、

｜本 部l
11月 2日 県文化功労者表彰式〈県 議場〉において

植木教授受賞

5日 住宅委員会

9日 本省杉江管理局長 来学

19日 共済組合年次監査〈財務部〉

20日 高瀬文理学部 長講演

21 日 山田 北海道大学施設部長（元本学施設課長〉来

学
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報
22 日 永年勤続者表彰式

入学試験 管理 委員会

23日 全国学生経済ゼミナ－－ lレ（26日まで〉

2 4日 補導協議会

27日 アジア財団スローン氏来学経済学部教官と懇談

30日 評議会（第9回〉

1�竺土空＿［
11月7日 人事教授会

14日 学部補導委員会

。 学部教授会

16日 県教委との就職懇談会

27日 学部補導委員会

11月7日 文理学部を併設している教育学部の学部長会 議

（愛媛大学8日まで〉

12日 学部紀要編集委員会

14日 教務委員会

15日 北信越教育系学生ゼミナーノレ（17日まで〉

県教育委員会との教科別就職懇談会

16日 学部紀要編集委員会 学部補導安員会

17日 ［ー！本教i'r六学協会北陸地区弟’2 部会社会科研究

協議会（t1i潟大学18日まで〉

21日 教授会

22日 全国音楽教育研究大会（静岡24日まで〉

26日 県及び市町村教育委員会と就職懇談会

28日 学部補導委員会

11月6日 40年史編集委員会

15日 人事教授会

教授会（第13回〉

19日 研究所常任委員会
20日 越嶺会 。

21日 国立， 10大学経済学部長会議〔虎ノ門共済会

舘〉

22日 学部図書委員会

23日 日本学生ゼミナーJレ第9回富山大会

(26日まで〉

26 E! 越級会総会（市公会堂4階ホ｛／レ〉

29日 教授会（第14回〉

昭和37年11月

11月2日 日本薬学大会（静岡 薬科大学4 日まで〉

3日 金沢大学薬学部富山大学薬学部学生交歓会

（本学〕

5日 新制6大学薬学部長会議〈東京〉

8日 講座主任会議

9日 教授会 レントゲン間接撮影（指定された者の

み〉文部省管理局長 杉江清氏来部

17日 東京大学教授ぐ薬学部）j高木敬次郎氏特別講演

遠久架寮々祭

19白 人事教授会

20日 レントゲン直接撮影（富山赤十字病院〉

21日 講座主任会議

27日 本学学務係長会議（当学部〉

28日 教授会

1�＝��＝， 
11月1日 会計事務監査実施（2 日まで〉

7日 寮生， 運動部選手， 要注意学生， 職員等に対す

るX｛；夜間後撮彫宍施

10日 文部省杉江管理局長視察のため来部

24日 北海道大学武谷教授来部

26日 人事教授会

白竺空空_I
11月2日 工学部分棺会計事務内部監査

9日 目録m修会

15日 目録研修会
27日 図書館商議会GlH回〉

30日 事務打合会

怪塑竺竺竺｜
11月6日 第14回専任教官会議

9日 短大後援会打合せ会

14日 38年度入試問題作成委員会

15日 英語再試験（16 Elまで〉

22日 第15回専任教官会議

英語集中講義分試験

26日 昭和37年度越嶺会総会〈市公会 堂〕

27日 学務事務打合せ会（ 薬学部〕

-5-



第36号

職 員

転 居
文 理 学 部

講 師 平 田 純

附属図書館

事務官 斉 藤 隆
薬 学 部

事務員 長 沢 義 男

電 話
教育学部

助 教 授 高 野 兼 吉

住 所

......,, ・f-
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